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地域コミュニティのまちづくりビジョン策定における

住民参画のプロセスと効果

2023/9/16
大正大学 金子洋二

魚津市における
地域まちづくり計画策定の経緯

2014 地区別まちづくりワークショップの実施（13地区）
2015 魚津市総合計画第10次基本計画策定

地域振興会の設置（13地区）
大町地区まちづくり計画策定（おおまち未来会議）

2016 経田地区まちづくり計画策定（きょうでん未来会議）
2017 本江地区まちづくり計画策定（ほんごう未来会議）
2018 魚津市まちづくりフォーラムでの報告
2019 西布施・下中島・上中島・上野方・片貝の５地区で未来

会議を実施し、計画を策定
2020 加積・道下地区でまちづくり計画策定
2022 松倉地区でまちづくり計画策定

※村木・天神地区は自力で策定

まちづくりワークショップの特性

対等性 主体性 個性

創造性 感性

まちづくりワークショップの効果
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ファシリテーションとは ファシリテーションの５つの要素
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通常の役割分担（パッケージ型）

コーディネーター
（受託者）

主催者
（発注者）

〇①事業企画

〇②参加者募集・広報

〇③プログラム企画

〇〇④打合せ・現地確認

〇⑤当日用資料作成

〇⑥当日の進行・ＦＴ

〇⑦WS結果のデータ化

〇⑧成果品（まとめ）作成

〇⑨地域へのフィードバック

業務委託料の目安：80～100万円

（ワークショップ４回・FT2名として）

魚津方式（FT育成型）

コーディネーター
（受託者）

主催者
（発注者）

〇①事業企画

〇②参加者募集・広報

〇③プログラム企画

〇〇④打合せ・現地確認

←〇⑥当日用資料作成

〇〇⑦当日の進行・ＦＴ

←〇⑧WS結果のデータ化

〇⑨成果品（まとめ）作成

〇⑩地域へのフィードバック

業務委託料の目安：40～50万円

（FT研修1回・ワークショップ４回・FT１名）

⑤ＦＴ研修

1 理念設定： 何のためにやるのか究極の目的を明確にする

2 現状把握： 好ましい現状と気になる現状を整理する

3 未来予測： 可能的未来と成り行き的未来を描く

4 要所解明： 成り行きを変える手の打ち所を探す

5 方法立案： 実現のための方針・方策を立案する

6 計画編成： 具体的な作業手順を整理する

まちづくりを考える手順

未来デザイン考程

可能的
未来

成行的
未来

図解 未来デザイン考程

理念

現状

可能的未来を阻んで
いるものが真の課題

手の打ち所＝要所

未来の視点から
現状を見る

方法 計画

プログラム全体の流れ 「ほんごう未来会議」（2017）のプログラム

＜第１回＞ 平成29年６月25日（日）
・コーディネーターの役割を学ぶ
・地区の望ましい未来像を共有

＜第２回＞ 平成29年７月23日（日）
・まちあるき（資源の掘り起こし）
・まちづくりのアイディアを共有

＜第３回＞ 平成29年８月19日（土）
・事業の絞り込み
・事業内容、資金、実施体制検討

＜第４回＞ 平成29年９月10日（日）
・受益者と協力者の想定
・事業計画作成
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大町地区の変化

※2019年2月 関係者へのインタビュー調査より

５計画されたプロジェクトの数

３稼働したプロジェクトの数

２計画外で新たに始まったプロジェクトの数

あり継続的な話し合いの場の運営

あり新しい担い手の参画

経田地区の変化

※2019年2月 関係者へのインタビュー調査より

８計画されたプロジェクトの数

６稼働したプロジェクトの数

０計画外で新たに始まったプロジェクトの数

あり継続的な話し合いの場の運営

あり新しい担い手の参画

本江地区の変化

※2019年2月 関係者へのインタビュー調査より

７計画されたプロジェクトの数

４稼働したプロジェクトの数

０計画外で新たに始まったプロジェクトの数

あり継続的な話し合いの場の運営

あり新しい担い手の参画
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ブレーキをかける要因
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•
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•

※2019年2月 関係者へのインタビュー調査より

プラン策定後の地域の課題

•

•
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•

•
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※2019年2月 関係者へのインタビュー調査より

継続的にアクションを生み出すポイント

• ビジョンの共有

• 継続的な話し合いの場の運営

• 若手の組織化と権限委譲

• 子どもと親世代の巻き込み

※2019年2月 関係者へのインタビュー調査より

県庁が注目 → 富山全域に展開中

富山県地域づくり自慢大会 2019年12月

富山県中山間地域「話し合い」促進事業

•

•

•

•

•

•

未来会議方式の標準プログラム

事前研修会
○○の未来を大予測!
まち点検とアイディア大会
みんなでつくるアクションプラン(1)
・事業の絞り込み
・事業内容と実施体制の検討

みんなでつくるアクションプラン(2)
・受益者と協力者の想定
・資金調達方法の検討
・中期計画（または工程表）の作成
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役割分担
（標準パターン）

「未来会議」実施地区（2015～2022）

今後の展望

•

•

•

•


